
 
 
 
 
 

国道４９７号 

（西九州自動車道） 
 

今 宿 道 路 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 12 月 16 日 

国土交通省 九州地方整備局 



 

目  次 

 

１.事業の概要 ···································道路-4- 1 

（１）西九州自動車道の概要及び整備効果········道路-4- 1 

（２）今宿道路の概要··························道路-4- 5 

２.事業の必要性 ·································道路-4- 7 

（１）事業を巡る社会情勢等の変化··············道路-4- 7 

（２）事業の効果・必要性······················道路-4-16 

（３）事業の投資効果··························道路-4-24 

（４）事業の進捗状況··························道路-4-25 

３.事業の進捗の見込み ···························道路-4-27 

（１）今後の事業の見通し······················道路-4-27 

（２）地域の協力体制··························道路-4-27 

（３）環境・景観への取り組み状況··············道路-4-29 

４.事業費の変動要因 ·····························道路-4-30 

５.コスト縮減や代替案立案等 ·····················道路-4-31 

６.対応方針（案） ·······························道路-4-31 

巻末資料 ·····································道路-4-32 

 

 

 



 

 
 

道路－4－1 

（１） 西九州自動車道の概要及び整備効果 

① 事業の概要 

西九州自動車道は高規格道路網の一環として計画

された道路であり、一般国道の自動車専用道路として

整備され、九州北西部の地域経済の活性化、高速定時

性の確保に大きく寄与するものである。 

本道路は福岡市を起点として、唐津市、伊万里市、

松浦市、佐世保市を経由して武雄市に至る延長約

150km の自動車専用道路である。 

福岡市及び武雄市の両方向から整備を進めてきて

おり、現在までに福重 JCT から前原 IC（福岡前原道

路）を 4 車線で、二丈鹿家 IC～唐津 IC（唐津道路）、

佐々IC～武雄 JCT（武雄佐世保道路と佐世保道路と

佐々佐世保道路）を暫定 2 車線で供用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回事業評価区間 

１．事業の概要 

西九州自動車道 延長=約 150km 

▲九州の高規格幹線道路網図 

▲西九州自動車道道路網図 Ｈ23.10 現在

※供用中延長には、一般国道のバイパス等を

活用する区間を含む。 



 

 
 

道路－4－2 

② 事業の効果・必要性 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、松浦市および佐世保市の主要都市が存在し

ているが、これら都市間の現況所要時間は最低でも 30 分以上を要し、福岡市～佐世保市間の現況

（H22 年度末）の所要時間は約 2 時間 7 分となっている。今後の西九州自動車道の整備により、福

岡市～佐世保市間の所要時間は現況の約 2 時間 7 分→約 1 時間 35 分へと約 32 分短縮され、地域

間の交流連携を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性１：地域間の交流連携の支援 

● 西九州自動車道の整備により、福岡市から佐世保市間の所要時間は、現況（H22年度末）の約

2時間5分から約1時間36分へと約29分短縮され、地域間の交流連携を支援する。 

▲西九州自動車道沿線主要都市間の所要時間の変化 

※天神北ランプを起点とし、各都市間は想定しているそれぞれの IC 予定地付近との時間。 

資料：Ｈ22 道路交通センサス

約約３３２２分分短短縮縮



 

 
 

道路－4－3 

 

 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線には海外との物流の玄関口となる拠点港湾が連なっている。 

港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず、西九州自動車道沿線方向に搬出されている。特に、

唐津港・伊万里港搬出量の約 4 割は、西九州自動車道沿線への搬出となり、西九州自動車道の整備に

より、これらの広域的な物流を支援することが期待される。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果・必要性２：物流の効率化支援 

● 西九州自動車道沿線には、国際拠点港湾「博多港」、重要港湾「唐津港・伊万里港・佐世保港」

が存在する。これらの港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず西九州自動車道沿線方向

へ搬出され、特に、唐津港・伊万里港における搬出量の約 4 割は、西九州自動車道沿線への

搬出である。 

● 西九州自動車道の整備により、広域的な物流の支援が期待される。 

▲西九州自動車道沿線の国際拠点港湾・重要港湾 

資料：九州地方整備局港湾空港部 HP

平成 17 年陸上出入貨物調査 

※実入りに空コンを加えた外貿コンテナ取扱量。



 

 
 

道路－4－4 

 
 

 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線地域には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が 100 万人を超

える市町が点在している。福岡県の西九州自動車道沿線地域では、H2 年以降、観光客数は増加傾向

にある。一方、佐賀県の西九州自動車道沿線地域では、H17 年をピークに、長崎県の西九州自動車

道沿線地域では、H12 年をピークにそれぞれ減少に転じている。 

西九州自動車道が整備されることにより、沿線の観光拠点間のアクセス性が向上し、九州北西部を

連絡する新たな観光ルートが形成されるなど、観光活性化の支援が期待される。 
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効果・必要性３：活力ある地域づくりの支援 

● 西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が 100 万人を超

える市町が点在している。 

● 福岡県の西九州自動車道沿線地域では、H2 年以降観光客数が増加傾向にあるものの、佐賀

県、長崎県の西九州自動車道沿線地域では、観光客数が近年減少する傾向にある。 

● 西九州自動車道の整備により、九州北西部を連絡する新たな観光ルートが形成されるなど、

観光活性化の支援が期待される。 

▲西九州自動車道沿線の観光客数分布(H21)と推移 

※Ｈ22.4.1 時点の市町村で集計 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成 22 年 1 月 1 日) 

※佐世保市：江迎町、鹿町町が佐世保市に編入(平成 22 年 3 月 31 日) 

※観光客数 100 万人以上の市町村のみ記載 

資料：佐賀県観光客動態調査、長崎県観光統計、福岡県観光入込客推計調査、 

伊万里市観光協会 HP 



 

 
 

道路－4－5 

（２） 今宿道路の概要 

① 事業概要・目的 

今宿道路は、西九州自動車道（福岡県福岡市～長崎県武雄市）の一部を形成し、福岡市西区拾六町か

ら糸島市二丈福井に至る延長 23.3ｋｍの道路である。本道路の整備により、福岡市と他都市との連携

強化、高速性・定時性の確保、沿線地域の交通混雑の緩和が期待される。 

現在、自専道部は福重 JCT～前原 IC 間の延長 14.5km が供用。一般部は福岡市西区拾六町～福岡

市西区飯氏間の延長 7.4ｋｍが供用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計画諸元 ③ 標準横断図（単位：ｍ） 
事業名 国道４９７号 今宿道路 

起点 福 岡 県
ふくおかけん

福岡市西区
ふくおかしにしく

拾 六 町
じゅうろくちょう

 事業 

区間 終点 福 岡 県
ふくおかけん

糸島市
いとしまし

二 丈
にじょう

福井
ふくい

 

延長 ２３．３ｋｍ 

自専部 ①24,600 台/日 ②23,700 台/日 ③17,400 台/日計画 

交通量 一般部 ①  －  台/日 ②31,800 台/日 ③42,300 台/日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

②

③

区分 区間
延長

（km）
道路規格

設計速度
（km/h）

幅員（m） 車線数

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

拾六町
じゅうろくちょう

～福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

周船寺
す せ ん じ

6.5 第1種第3級 80 19.75 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

周船寺
す せ ん じ

～糸島
いとしま

市
し

東
ひがし

8.0 第1種第2級 100 22.0～23.5 4

糸島
いとしま

市
し

東
ひがし

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上深江
かみふかえ

3.0 第1種第2級 100 20.5～23.5 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

拾六町
じゅうろくちょう

～福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

飯氏
い い じ

7.4 第4種第1級 60 40.0 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

飯氏
い い じ

～糸島
いとしま

市
し

多久
た く

5.0 第4種第1級 60 40.0～51.5 4

糸島
いとしま

市
し

多久
た く

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上深江
かみふかえ

5.1 第3種第2級 60 42.0～43.5 2

糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上
かみ

深江
ふ か え

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

福井
ふ く い

5.8 ※
第3種第2級 60 16.25 4

自専部

一般部

※アクセスコントロールされた準自専道 



 

 
 

道路－4－7 

（１） 事業を巡る社会情勢等の変化 

① 市町村合併の状況 

計画路線は、福岡市西区を起点、糸島市を終点としており、糸島市は、今宿道路、福岡都市高速

道路等の道路整備、ＪＲ筑肥線の福岡市営地下鉄の相互乗り入れによる福岡都心部への利便性向上

を背景に、福岡市のベッドタウンとして発展している。 

また、福岡市西区と糸島市では、九州大学学術研究都市の整備が進められており、さらなる発展

が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業の必要性 

▲市町村合併の状況 

今宿道路 



 

 
 

道路－4－8 

② 人口の動向 

福岡県全体人口の伸びが鈍化する中、沿線地域（福岡市西区、糸島市）では人口及び世帯数の増

加傾向が続いている。 
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50%
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S60 H2 H7 H12 H17 H22

福岡県

福岡市西区

糸島市

（S 60=100）
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150%

200%

S60 H2 H7 H12 H17 H22

福岡県

福岡市西区

糸島市

（S 60=100）

資料：国勢調査(S60～H22) 

▲沿線地域の人口の推移(S60年比) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

▽沿線地域と福岡県の人口及び世帯数 

▲沿線地域の世帯数の推移(S60年比) 

資料：国勢調査(S60～H22)

資料：国勢調査(S60～H22) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

前回評価 

（H22） 

前回評価 

（H22） 

S60 H2 H7 H12 H17 H22 S60 H2 H7 H12 H17 H22
福岡県 4,719,259 4,811,050 4,933,393 5,015,699 5,049,908 5,071,968 1,522,528 1,639,213 1,782,911 1,917,721 2,009,911 2,110,468
福岡市西区 122,454 137,953 154,667 166,676 179,387 193,280 37,294 45,139 53,789 61,740 68,929 78,018
糸島市 73,649 77,610 88,691 95,040 97,974 98,435 18,726 20,605 25,007 28,422 31,366 33,765

人口（人） 世帯数（世帯）



 

 
 

道路－4－9 

③ 自動車保有台数の推移 

世帯あたりの自動車保有台数は、福岡県、福岡市西区、糸島市ともに、平成17年以降減少傾向

となっている。 
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1.09

1.18
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0.5
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2.0

2.5

S60 H2 H7 H12 H17 H22

福岡県

福岡市西区

糸島市

（台/世帯）

資料：福岡県統計年鑑（S60～H17） 

市区町村別自動車保有車両数（(社)自動車検査登録情報協会） 

市町村別軽自動車車両数（(社)全国軽自動車協会連合会） 

国勢調査(S60～H22) 

▽沿線地域の世帯あたりの自動車保有台数

▲沿線地域の世帯あたりの自動車保有台数の推移 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

（台/世帯）

S60 H2 H7 H12 H17 H22
福岡県 1.18 1.38 1.51 1.52 1.54 1.45
福岡市西区 1.59 1.25 1.24 1.23 1.23 1.09
糸島市 1.59 1.86 1.91 1.95 1.96 1.84

前回評価 

（H22） 

資料：福岡県統計年鑑（S60～H17） 

市区町村別自動車保有車両数（(社)自動車検査登録情報協会） 

市町村別軽自動車車両数（(社)全国軽自動車協会連合会） 

国勢調査(S60～H22) 



 

 
 

道路－4－10 

④ 地域間流動状況の変化 

旧前原市では、約半数が福岡市へ通勤通学するなど、糸島市では福岡市と大きな関わりを持ってい

る。また、糸島市から福岡市への通勤通学者数は増加傾向にある。 

糸島市における通勤通学時の交通手段をみると、自家用車の構成比率が大幅に増加し、H12時点

で約半数が自家用車を利用している。 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

▲糸島市における福岡市への通勤通学割合 

資料：国勢調査

▽糸島市の福岡市への 
通勤通学者数の伸び 

旧前原市では約半数が

福岡市へ通勤通学 
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 自家用車  鉄道･電車  乗合バス  勤め先･学校のバス  徒歩だけ  ハイヤー･タクシー  オートバイ  自転車  その他

糸島市の約半数が 

自家用車を利用 

福
岡
県

福
岡
市

西
区 

旧
前
原
市

旧
二
丈
町

旧
志
摩
町

糸
島
市

伸び率（H17/H7)

旧前原市 1.09

旧二丈町 0.94

旧志摩町 1.01

糸島市 1.06

資料：Ｈ17 国勢調査

資料：H2、H12 国勢調査

▲通勤通学時の利用交通手段の変化 

（単位：人）

自家用車 鉄道･電車 乗合バス
 勤め先･

学校のバス
 徒歩だけ

 ハイヤー・
タクシー

オートバイ 自転車 その他 合計

H2 930,751 433,300 361,821 26,726 258,090 15,884 145,513 317,798 37,908 2,527,791
H12 1,168,781 423,559 305,339 19,013 204,308 13,717 115,817 377,208 51,796 2,679,538
H2 21,880 25,518 11,421 496 4,324 348 4,505 12,617 1,387 82,496
H12 28,725 28,679 11,570 385 4,200 400 4,732 17,258 2,068 98,017
H2 10,350 11,357 1,653 321 1,430 43 1,313 4,137 355 30,959
H12 15,705 9,843 1,480 218 1,287 66 1,337 5,151 381 35,468
H2 2,135 2,764 245 118 209 4 127 536 118 6,256
H12 3,184 2,316 210 65 197 7 147 756 112 6,994
H2 3,676 1,964 582 119 316 8 479 1,007 73 8,224
H12 4,932 1,596 426 48 271 16 448 1,258 152 9,147

糸
島
市

旧志摩町

旧前原市

旧二丈町

福岡市西区

福岡県

▽通勤通学時の利用交通手段

資料：H2、H12 国勢調査

※H22 国勢調査(従業地・通学地集計結果)は H24.6

月公表予定のため、H7・H17 国勢調査で整理した。

※通勤通学時の利用交通手段は 10 年毎の調査であるため、H17 年のデータはない。 

また、H22 国勢調査の利用交通手段は H24.6 月公表予定のため、H2、H12 国勢調査で整理した。 
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⑤ 産業活動の変化 

１）産業別就業人口構成比 

いずれの地域においても、第三次産業の割合が増加し、第一次産業の割合が減少する傾向にある。 

福岡市西区は福岡県全体と同程度であるが、糸島市は県全体と比較して第一次産業の割合が高く、

第三次産業の割合が低い状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10% 19% 70%

11% 22% 67%

13% 23% 64%

16% 24% 60%

20% 23% 57%

3% 17% 80%

3% 18% 78%

4% 21% 75%

5% 23% 72%

7% 23% 70%

4% 22% 74%

4% 25% 72%

4% 26% 69%

5% 28% 67%

7% 27% 66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S60
H2
H7

H12
H17

S60
H2
H7

H12
H17

S60
H2
H7

H12
H17

第一次産業 第二次産業 第三次産業

福
岡
県

福
岡
市
西
区

糸
島
市

（人）
S60 H2 H7 H12 H17

第一次産業 138,830 114,379 100,905 86,591 81,219

第二次産業 563,399 606,377 609,986 566,654 496,942

第三次産業 1,363,263 1,450,404 1,599,858 1,640,590 1,676,446

総計 2,065,492 2,171,160 2,310,749 2,293,835 2,254,607

第一次産業 3,774 3,245 2,933 2,531 2,327

第二次産業 12,094 14,504 14,982 14,038 13,645

第三次産業 36,521 44,588 54,521 60,117 63,413

総計 52,389 62,337 72,436 76,686 79,385

第一次産業 6,945 5,867 5,402 4,961 4,802

第二次産業 7,805 8,953 10,074 9,870 9,019

第三次産業 19,471 21,845 27,462 30,595 32,596

総計 34,221 36,665 42,938 45,426 46,417

糸島市

福岡市西区

福岡県

▲沿線地域の産業別就業人口割合の数の推移 

▽沿線地域の産業別就業人口 

資料：国勢調査 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

資料：国勢調査 

※1 H22 国勢調査（産業等基本集計）は H24.4 公表予定のため、H17 国勢調査までで整理した。 

※2 糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成 22 年 1 月 1 日) 
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２）農業産出額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

３）製造品出荷額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（億円）
S60 H2 H7 H12 H17 H21

福岡県 65,115 77,107 78,162 73,679 77,515 77,675
福岡市西区 663 1,329 1,277 1,442 1,201 821
糸島市 83 178 212 218 388 359

119.3%

123.9%

100.0%

435.0%

0%

100%

200%

300%

400%

500%

S60 H2 H7 H12 H17 H21

福岡県

福岡市西区

糸島市

72%

99%

76%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

S60 H2 H7 H12 H17 H18

福岡県

注1）福岡市

糸島市

福岡県の製造品出荷額は微増、福岡市西区はH12以降減少傾向であるが、糸島市については、H12

以降大きく増加している。 

資料：生産農業所得統計

沿線地域の農業産出額は減少傾向にある。特に福岡市では、昭和60年に比べ28％減少する一

方、糸島市においては昭和60年と同等レベルにとどまっている。 

注 1）福岡市西区の調査結果がないため、福岡市分を計上 

※1 農業産出額はH19年以降市町村別データがないため、H18年までで整理した。 

※2 糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

▽沿線地域の農業産出額 
▲沿線地域の農業産出額の推移 

約 1.6 倍 

資料：生産農業所得統計

▲沿線地域の製造品出荷額の推移 
資料：工業統計 

▽沿線地域の製造品出荷額 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

資料：工業統計
※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

（億円）
S60 H2 H7 H12 H17 H18

福岡県 2,798 2,753 2,686 2,388 2,236 2,116
注1）福岡市 111 120 105 83 81 79

糸島市 161 180 169 164 164 160

注 1）福岡市西区の調査結果がないため、福岡市分を計上 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 
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⑥ 道路交通動向 

これまでの今宿道路の整備や沿線地域における人口増加に伴い交通量は増加傾向にある。昭和 60

年～平成 22 年の 25 年間で、2.0 倍～3.6 倍の伸び率を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

断面①の交通量

21,413

37,269

51,583 52,798

74,280 76,637

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17 H22

現道 ＢＰ 自専

(台/日) 断面②の交通量

22,269 24,563

49,984 50,964

67,896 69,521

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17 H22

現道 ＢＰ 自専

(台/日)

断面③の交通量

9,823
13,826

18,172
23,504

26,754
30,352

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17 H22

現道 ＢＰ 自専

(台/日) 断面④の交通量

13,816
17,324 18,508

22,386
28,145 27,281

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17 H22

現道 ＢＰ 自専

(台/日)

断面③

断面② 断面① 

▲断面交通量の変化 

約 3.1 倍(H22/S60) 約 2.0 倍(H22/S60) 

断面④

資料：道路交通センサス

約 3.6 倍(H22/S60) 約 3.1 倍(H22/S60) 

前回評価(H22) 前回評価(H22)

前回評価(H22) 前回評価(H22)
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周辺の道路整備や開発計画が進展した結果、交通量は昨年から約１割増と急激に増加し、２車線道

路の交通容量を大きく上回る状況にある。【混雑度：1.62】 

交通量の増加に伴い、旅行速度が大きく低下【平日：-5.8km/h（32.5⇒26.7km/h）、休日：

-4.8km/h（25.1⇒20.3km/h）】、し、円滑な交通が確保されていない状況にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25.1

32.5

20.3

26.7

0

5

10

15

20

25

30

35

有田西⇒飯氏

（福岡市方向）

有田西⇒飯氏

（福岡市方向）

(km/h)

平　　日 休　　日

-4.8

-5.8

■混雑度の定義

混雑度 定 義

1.0 交通量が道路の交通容量に等しい状態をいう

1.0～1.5 朝夕ピーク時間を中心に渋滞が生じる

1.5以上 １日中、渋滞する

混雑度 定 義

1.0 交通量が道路の交通容量に等しい状態をいう

1.0～1.5 朝夕ピーク時間を中心に渋滞が生じる

1.5以上 １日中、渋滞する
出典：「道路行政（H21年度）」

◇飯氏交差点の交通状況 

①飯氏交差点から前原IC方面を望む ②前原IC方面から飯氏交差点を望む 

198 196 205 199 200 
213 

223 

240 242 

267 

1.20 1.19 
1.24 

1.21 1.21 

1.29 
1.35 

1.45 1.47 

1.62 

H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年

混

雑

度

日
交
通
量
（
百
台
／
日
）

交通容量(２車)

１６５百台/日

Ｈ22年からＨ23年にかけて

１年間で約１割の増加！

混雑度:１.５

前回評価
（H22）

▲飯氏交差点(西側断面)交通量の推移

＜旅行速度の算出時間＞ 
平日・休日各々で速度変化が大きい時間帯の平均値を
採用 
・前回評価前：H22.4～10 

平日：13時～15時（3時間）、休日：12時～17時（6時間）
・前回評価後：H22.11～H23.8 

平日：13時～15時（3時間）、休日：12時～17時（6時間）

【交通量の推移】 
・H23年時点で急激に交通量が増加（対前年比：1.1倍）し、

混雑度は1.5を超過 ⇒ ２車線道路の容量を大幅に超過

【旅行速度の推移】 
・前回評価時から１年間で対象区間の旅行

速度は最大約６km/h低下している。 

▲飯氏～有田西間の旅行速度の推移 

資料：民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ

・「日交通量」は、福岡市交通量調査における12ｈ交通量に 
 昼夜率（H22センサス）を乗じて試算 
・「交通容量」は、H22センサスより都市部（福岡・北九州地方 
 生活圏）における直轄国道２車線区間（平地部）の平均値 

＜データ出典＞ 

変更計画概要図 

：前回評価前 ：前回評価後：前回評価前 ：前回評価後
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⑦ 交通事故・沿道開発 

交通量の増加、沿道開発の進展等により、２車線区間の交通事故は昨年に比べ著しく増加している。

【今年度は７ヶ月間で既に昨年度１年間の約 1.4 倍の事故が発生】 

平成 23 年以降、福岡高速５号線との接続、沿道への大型商業施設のオープン等の開発が進展。今

後も伊都土地区画整理事業の進展など開発需要の増加が予想される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路 開発
平成23年2月 ○福岡都市高速５号線：西九州自動車道との接続 ○
平成23年3月 （千里土地区画整理事業区域内）

○コメリパワー周船寺店開店　駐車台数：321台
○ハローパーク周船寺店開店　駐車台数：550台
○社会システム実証センター操業（糸島リサーチパーク内） ○
○三次元半導体研究センター操業（糸島リサーチパーク内） ○

平成23年4月 ○福岡外環状道路：全線開通 ○

区　　　分
内　　　　　容

○

1,119

1,256 1,262

1,000

1,100

1,200

1,300

H20年度 H21年度 H22年度

(千人/年)

来客数は年々増加

【交通事故の推移】 
・平成23年度は昨年度を大幅に上回るペースで交通事故が発生。 

▲飯氏～有田西間の交通事故の推移 
【既存沿道施設の来客数】 
・既存施設の来客数は年々、増加しており、当該区間

の需要増に繋がっている。 

▲伊都菜彩における来客数の推移 

【沿線地域における開発の進展】 
・平成23年以降、福岡高速５号線･福岡外環状道路の開通による道路網の整備や、沿道への各種開発が

進展し、交通需要が高まってきている。 

■平成23年以降の開発動向 

多くの来客で賑わう伊都菜彩 

H23.3にオープンしたコメリパワー周船寺店
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（２） 事業の効果・必要性 

 

 

 

 

福岡県と佐賀県の県境断面の交通量（国道202号及び二丈浜玉道路）をみると、過去30年間で交

通量が、約1.9倍(H22／S55)に伸びている。 

さらに、今後西九州自動車道の一部区間を担う今宿道路の整備により、両地域間の連携が強化され、

約1.6倍(H42／Ｈ22)に伸びることが期待され、広域的な物流強化や観光活性化に大きく寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

S55 S60 H2 H6 H11 H17 H22 H42

（台/日）

R202BP(二丈浜玉有料道路）

R202現道

H10福岡西料金所～周船寺IC(4/4供用)

H13福岡高速１号と直結(4/4供用)

H15周船寺IC～前原東(4/4供用)

H17真方～上深江交差点(4車線化)

9,800

13,500
15,100 16,000

21,700S58二丈浜玉有料道路整備

(2/4供用)
H5周船寺IC～前原市東(2/4供用)

18,600

29,400

18,500

今宿道路は、福岡地方生活圏と唐津、伊万里・北松、佐世保地方生活圏の地域間の連携

を強め、広域的な物流の強化や観光活性化に寄与している。 

▲福岡地方生活圏と唐津、伊万里・北松、佐世保地方生活圏 

効効果果１１：：地地域域間間連連携携のの強強化化    

資料：道路交通センサス(S55～H22)、交通量推計結果(H42)

▲県境(福岡県・佐賀県)の断面交通量の推移 

交通量の伸び
約１．９倍 

1.9 倍（Ｈ22/Ｓ55） 

1.6 倍（Ｈ42/Ｈ22） 

県境 

【交通量観測地点】 

R202BP：糸島市二丈町吉井 

※H22 センサス区間番号 

：40302020850

R202 現道：糸島市二丈町吉 

※H22 センサス区間番号 

：40302020370

交通量の伸び
約１．６倍 



 

 
 

道路－4－17 

 

 

平成1３年１０月の今宿道路自専部(福重ＪＣＴ～前原東)の供用に伴い、高速バスいまり号（伊万

里市⇔福岡市）のルートが、従来の多久経由から西九州自動車道経由に変更され、これに伴い、伊万

里市⇔福岡市間の運行時間が約25分短縮された。 

（運行時間：1時間47分⇒1時間22分） 

また、福岡高速１号と今宿道路が接続された平

成13年10月には、高速バスからつ号（唐津市⇔

福岡市）の大幅ダイヤ改正が行われ、運行本数の

増便や運賃値下げが実施された。 

両高速バスともに、その後の利用者の増加を受

けて増便が繰り返され、都市間移動の利便性向上

に寄与している。高速バスの運行会社では、更な

る利用客の増加、利便性の向上を期待している。 
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（便/日）  利用者増加に
伴う増便 

▲「からつ号」の運行便数の変化 

①西九州自動車道の延伸整備に合わせて、高速バス（いまり号、からつ号）のスピード

アップや増便が実施され、都市間移動の利便性向上に寄与している 

資料：昭和バスヒアリング調査結果

高速バス「いまり号」の運行の経緯 

●昭和 60 年 12 月 多久経由で運行開始（３往復）

＜H13.10 福岡高速１号線と直結し、福重ＪＣＴ～
前原東まで連続供用＞ 

●平成 15 年 4 月 大幅ダイヤ改正 
・西九州自動車道の延伸（今宿道路）を契機に経路

変更（所要時間が約 25 分短縮） 
・便数は７便（その後､翌年 6 月までに 2 便増便）
・運賃 2,150 円を 1,920 円に値下げ（昭和自動車）
 （その後 7月に 1,800 円に再度値下げ） 

●平成 17 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （9 便⇒12 便） 

●平成 18 年 11 月 ダイヤ改正 
・唐津道路の部分供用を契機に経路変更 

●平成 19 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （12 便⇒14 便） 

●平成 20 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （14 便⇒17 便） 

高速バス「からつ号」の運行の経緯 

＜H5.3 周船寺ＩＣ～前原東まで供用＞ 

●平成 5年 運行開始（12 往復） 
(その後､８往復まで減便) 

＜H13.10 福岡高速１号線と直結し、福重ＪＣＴ
～前原東まで連続供用＞ 

●平成 13 年 10 月 大幅ダイヤ改正 
・天神北～前原間を自専道経由にルート変更 
・14 便に増便 

●平成 14 年 4 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （14 便⇒20 便） 

●平成 15 年 4 月 ダイヤ改正 
・増便（20 便⇒26 便） 
・平日ダイヤ、土日祝日ダイヤを別途設定 

●平成 16 年 10 月 ダイヤ改正 
・増便（26 便⇒32 便） 
・一部の便を呼子まで延伸運転（よぶこ号） 

●平成 18 年 4 月 
・平日のみ１便増便 （32 便⇒33 便） 

●平成 20 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （33 便⇒35 便）

 利用者増加に
伴う増便 

▲「いまり号」の運行便数の変化 

からつ号 
 
 

いまり号 

運行開始当初の

ルート（いまり号） 

今宿道路 

資料：昭和バスヒアリング調査結果

資料：昭和バスヒアリング調査結果 資料：昭和バスヒアリング調査結果
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西九州自動車道沿線に立地する重要港湾「唐津港」「伊万里港」の陸揚げ貨物は、およそ２割前後

が福岡県方向へ搬出されている。今宿道路を含む西九州自動車道の全線供用により、これらの広域的

な物流の円滑化・活性化が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唐津・呼子漁港で水揚げされる特産品のイカは、6割以上が県外（うち28％が福岡北九州地方卸市

場）に出荷されている。イカは振動に弱く、搬送中に商品価値が低下してしまうなど、陸上輸送が難

しい商品である。自動車専用道路利用による振動低減、搬送時間短縮が実現することにより、商品価

値の高い活きイカの搬送が可能となり、呼子イカのブランド確立にも寄与している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀県
61.6%

長崎県
17.1%

その他
2.6%

福岡県
18.7%

佐賀県
56.6%

長崎県
14.7%

その他
5.2%

福岡県
23.5%

②今宿道路を含む西九州自動車道は、港湾貨物（唐津港、伊万里港）や特産品の呼子イ

カの福岡方面への搬出の円滑化、活性化に寄与している。 

▲港湾関係者（佐賀県）の声

・西九州自動車道が全線供

用すれば福岡との時間短

縮が図られ、唐津港の利

便性が向上する。 

・陸路のアクセスが向上す

れば、現在は計画されて

いない新たな定期航路の

就航などが期待できる。

資料：佐賀県唐津土木事務所港湾課

ヒアリング調査結果

▲唐津港・伊万里港の搬出先別搬出量 

唐津港（総量 70,710 ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ） 

伊万里港（総量 111,692 ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ） 

資料：九州地方整備局港湾空港 HP

平成 17 年陸上出入貨物調査

今宿道路 

▲唐津・呼子漁港のイカの出荷圏(H10) 

資料：呼子町漁業協同組合、唐津市漁業協同組合

京浜地区
5%

名古屋地区
5%

京阪神地区
11%佐賀県内

35%

福岡北九州
地方卸市場

28%

その他中央
卸市場

16%

出荷量
765t

▲ 漁業関係者の声 

資料：玄海漁業協同組合連合会、唐津市からつ

ブランド推進課ヒアリング調査結果

・イカは振動に弱く、ストレスが溜ま
ると死んでしまう。1 分でも早く搬
送することでイカの生存率が変わっ
てくるため、西九州自動車道の一部
開通は、イカの商品価値向上に役立
っている。(唐津市) 

・イカが死に、活魚から鮮魚となると、
価値が低下してしまう。 
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佐賀県西北部地域（唐津市、玄海町、伊万里市、有田町）の観光入込客数は、福岡県からの来訪が

最多を占める（36％）。 

佐賀県西北部地域の観光客入込数は、今宿道路（自専部）が部分供用（周船寺ＩＣ～前原東間）さ

れた平成４年度以降から増加傾向にあることから、今宿道路の全線供用により、更なる観光客数の増

加や周遊エリアの拡大が期待される。 
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佐賀県西北部地域

佐賀県

③今宿道路を含む西九州自動車道は、佐賀県西北部地域と福岡県間の観光流動を活発化

させるとともに、地域の観光振興に寄与している。 

▲佐賀県西北部地域への観光入込客
の発地別内訳（Ｈ21） 

資料：平成 21 年佐賀県観光客動態調査 

福
岡
県
方
面 

▲佐賀県西北部地域の主要観光地･観光施設 

▲観光入込客数の伸び（平成元年を 100）
（佐賀県西北部地域･佐賀県） 

資料：平成 21 年佐賀県観光客動態調査

九州以外
15%九州

(福岡県以外）
15%

佐賀県内
34%

福岡県
36%

H4 部分供用
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今宿道路の整備に伴い、前原ＩＣ周辺において企業の立地促進を進めるとともに、世界的レベルでの

研究・教育拠点を創造する九州大学学術研究都市の整備が進められている。そのなかで、今宿道路や西

九州自動車道は発展する都市や産業を支える必要不可欠な役割を果たす。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効効果果２２：：地地域域開開発発のの支支援援  

今宿道路の一般部の整備に伴い、前原IC南産業団地、九州大学学術研究都市等へのアク

セス性が向上することで、新しい企業等の進出を支援する。 

水素エネルギー製品研究試験センター(H22.4 開業) 

資料：財団法人九州大学学術研究都市推進機構 

企業誘致マップ（2010年1月現在） 

 
前原 IC 周辺の企業立地促進

▲糸島リサーチパークの概要 

前原 IC

資料：糸島市 HP 

【前原ＩＣ周辺拡大図】 

社会ｼｽﾃﾑ実証ｾﾝﾀｰ(H23.3 開業) 
三次元半導体研究ｾﾝﾀｰ(H23.3 開業) 水素ｴﾈﾙｷﾞｰ製品研究試験ｾﾝﾀｰ(H22.4 開業) 

区画面積 67,950 ㎡ 
事業主体 福岡県企業局 

▽前原 IC 周辺の企業進出状況 

九州大学学術研究都市の整備促進

糸島リサーチパーク ３研究機関進出(H22年度)

前原IC南産業団地 ５企業進出(H20～H22)
【操業中】 五洋食品産業㈱

㈱福岡市民ホールサービス
福岡酸素㈱
㈱コスモ企画
㈲福岡非鉄メタル

【進出予定】 ㈱イトキュー
㈱マルタイ

前原IC北地区産業団地(仮称) 構想段階
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■今宿道路の整備による国道２０２号現道部・今宿道路(一般部)の混雑度の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

箇所②

箇所①

・国道 202 号現道部（箇所①）：今宿道路（自専部、一般部）に通過交通が転換すること

で、交通混雑の緩和が期待される。 

・今宿道路（一般部）（箇所②）：今宿道路（一般部）の４車線化により、交通容量が増

加し、交通混雑の緩和が期待される 

効効果果３３：：交交通通混混雑雑のの緩緩和和  

【箇所①】＜国道 202 号現道部＞ 【箇所②】＜今宿道路（一般部）＞ 

資料：H22、H23 は福岡市交通量調査における 12h 交通量に昼夜率(H22 ｾﾝｻｽ)を乗じて試算、H42 は交通量推計結果 

▲今宿道路の整備による国道２０２号現道部・今宿道路(一般部)の混雑度の変化 

写真1：飯氏交差点から前原IC方面を望む 写真2：前原ＩＣ方面から飯氏交差点を望む

箇所①の交通量と混雑度
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箇所②の交通量と混雑度
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165百台/日

４車線

交通容量
340百台/日
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糸島市における今宿道路を利用した救急搬送件数は増加しており、平成21年の搬送件数は817件で

あり、平成17年と比較し、約1.9倍の伸びを示している。 

今宿道路が整備されたことで糸島市役所二丈支所から第二次救急医療施設である医療法人白十字会

白十字病院までの所要時間が約 12 分短縮され、救命率の向上につながっている。 
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整備前
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約12分短縮

効効果果４４：：救救急急医医療療活活動動のの支支援援  （（既既にに発発現現ししたた効効果果））  

糸島市から第二次救急医療施設である医療法人白十字会白十字病院までの所要時間の短

縮により、住民生活の安全・安全の確保に貢献している。 

▲病院別搬送件数の推移 

資料：糸島市消防本部 

・整備前は今宿道路の自専部が整備されていないH2で設定 

・整備前の所要時間算出用の速度は、H2時点の規制速度を使用 

・現況の所要時間算出用の速度は、H22時点の規制速度を使用 

▲治療を受けるまでの時間と死亡率の関係▲糸島市(旧二丈町)～医療法人白十字会白十字病院までの搬送時間
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1,000

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

（件）

福大救命センター・福大病院 九州医療センター 白十字病院

434

645
692

742
817

約 1.9 倍(H21/H17) 

※病院別搬送件数は、今宿道路

を利用した搬送のみ対象とし

ている。 

▲緊急搬送ルートの変化 



 

 
 

道路－4－23 

■救急医療アクセス向上便益 
将来の今宿道路整備による「現場から高次医療施設」への搬送時間の短縮により救われる人命価値が

考えられる。 
 

【受益エリアと受益人口】 

今宿道路の整備により、沿線地域において「消防署から現場」もしくは｢現場から高次医療施設｣ま

での救急搬送時間が 1 分以上短縮される。このことで、全事業で約 152,700 人、残事業で約 19,600

人が救命率向上の恩恵を受ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※受益エリアは、対象路線の整備により「消防署から現場」もしくは｢現場から高次医療施設｣までの所要時間が１分以上短縮する地域

を設定。 
 

【所要時間短縮による救命率向上】 

糸島市二丈福井周辺から医療法人白十字病院（二次救急医療施設）までの到着時間が、最大約 3 分

短縮することにより、多量出血時の救命率が約 7％向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約36分

約34分
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約3分短縮
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（33.6分）

救命率
約7％up

（36.2分）

搬送時間の短縮により救われる人命価値（救急医療へのアクセス向上効果）は、全事業で※約 1,358
億円、残事業で※約 15 億円と試算される。 

▲所要時間の変化（糸島市二丈福井周辺 
～医療法人白十字会白十字病院） ▲カーラーの救命曲線（多量出血） 

注）未整備時（残事業）の所要時間 

：今回評価時の今宿道路が整備されない際の所要時間 

整備時の所要時間 

：今回評価時の今宿道路が整備された際の所要時間 

（※）は、供用後 50 年間の便益額として試算した値（参考値）
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（３） 事業の投資効果 

１）事業の目的 

 

 

 

 

２）費用便益分析結果【残事業】 

■便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成 23 年度 

供用年 平成 30 年度 

初年便益 16 億円 0.73 億円 0.59 億円 17 億円

基準年における現在価値（B） 706 億円 56 億円 42 億円 803 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成 23 年度 

単純合計 473 億円 68 億円 541 億円

基準年における現在価値（C） 285 億円 21 億円 306 億円

■評価指標の算定結果 

費用便益比（CBR） Ｂ／Ｃ ＝ ２.６ 

（注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

   

３）費用便益分析結果【全事業】 

■便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成 23 年度 

供用年 平成 5 年度 

初年便益 300 億円 17 億円 1.4 億円 318 億円

基準年における現在価値（B） 15,707 億円 1,378 億円 464 億円 17,549 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成 23 年度 

単純合計 2,659 億円 468 億円 3,127 億円

基準年における現在価値（C） 4,279 億円 370 億円 4,649 億円

■評価指標の算定結果 

費用便益比（CBR） Ｂ／Ｃ ＝ ３.８ 

（注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

   B/C 算出にあたっては、有料道路事業分も含んでいる。 

今宿道路は、西九州自動車道（福岡県福岡市～長崎県武雄市）の一部を形成し、福岡

市西区拾六町から糸島市二丈福井に至る延長 23.3ｋｍの道路である。本道路の整備によ

り、福岡市と他都市との連携強化、高速性・定時性の確保、沿線地域の交通混雑の緩和が

期待される。 
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（４） 事業の進捗状況 
１）事業の経緯 

年 度 事 業 実 施 項 目 

昭和 45 年度 今宿バイパスとして事業化（福岡市西区拾六町～二丈町大字福井） 

昭和 47 年度 用地買収着手、工事着手 

昭和 50 年度 一般部 起点～十郎川供用 （2/4）L=0.7km 

昭和 52 年度 一般部 十郎川～高崎交差点供用 （2/4）L=1.2km 

昭和 55 年度 一般部 高崎交差点～バイパス青木交差点供用 （2/4）L=1.8km 

昭和 58 年度 
一般部 波呂北交差点～二丈町大字福井供用（2/4）L=7.3km 
    波多江交差点～有田東交差点供用（2/4）L=1.2km 

昭和 59 年度 一般部 バイパス青木交差点～今宿大塚交差点供用（2/4）L=0.7km 

昭和 60 年度 一般部 起点～十郎川供用（4/4）L=0.8km 

昭和 61 年度 一般部 十郎川～団地入口交差点供用（4/4）L=0.6km 

昭和 63 年度 
今宿道路として事業化（福岡市西区拾六町～二丈町大字福井） 
一般部 真方交差点～波呂北交差点供用（2/4）L=2.2km 

平成 元年度 一般部 今宿大塚交差点～徳永交差点供用（2/4）L=1.4km 

平成 2 年度 一般部 徳永交差点～飯氏交差点供用（2/4）L=1.6km 

平成 4 年度 

福岡市域の都市計画を変更（起点～福岡市境） 
自専部 周船寺 IC～前原市東供用（2/4）L=8.0km 
一般部 福岡市西区飯氏交差点～波多江交差点供用（2/4）L=1.7km 

前原市有田東交差点～有田西交差点供用（2/4）L=0.7km 

平成 10 年度 自専部 福岡西料金所～周船寺 IC（4/4）L=4.6km 

平成 12 年度 自専部 拾六町ＯＮランプ～福岡西料金所（下り線 2 車線）L=1.2km 

平成 13 年度 
前原市・二丈町域の都市計画変更（福岡市境～二丈 IC 自専部 4 車、一般部 2～4 車）
自専部 福岡高速１号～福岡西料金所供用（4/4）L=1.9km 

平成 14 年度 一般部 団地入口交差点～高崎交差点供用（4/4）L=0.5km 

平成 15 年度 
自専部 周船寺 IC～前原市東供用（4/4）L=8.0km 
一般部 高崎交差点～周船寺ＩＣ供用（4/4）L=4.6km 

平成 16 年度 一般部 真方交差点～上深江交差点供用（4/2）L=3.5km 

平成 18 年度 一般部 周船寺 IC～飯氏交差点供用（4/4）L=1.1km 

平成 22 年度 自専部 福岡高速５号線と接続（福重ＪＣＴ） 
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２）事業費の進捗状況 

 全体事業費 H22 年度末進捗 進捗率 

全体事業費 約 2,746 億円 約 2,251 億円 約 82％ 

うち用地補償費 約 408 億円 約 358 億円 約 88％ 

※進捗率は事業費ベース 

 

３）前回の評価時との比較 

項 目 
前回評価時 

(H22 年度) 

今回評価時 

（H23 年度） 

計画交通量 

自専部 

－  台/日 

28,300 台/日 

20,500 台/日 

一般部 

27,500 台/日 

17,400 台/日 

36,500 台/日 

自専部 

－  台/日 

23,700 台/日 

17,400 台/日 

一般部 

24,600 台/日 

31,800 台/日 

42,300 台/日 

事業費 

（現在価値化後） 

約 2,739 億円 

（4,270 億円） 

約 2,746 億円 

（4,279 億円） 

残事業 2.0 2.6 

Ｂ／Ｃ 

全事業 3.8 3.8 

※（ ）書き上段：現在価値化後の便益 下段：現在価値化後のコスト 

 
４）事業費増額の理由 

項 目 
前回評価 

（H22 年度） 

今回評価 

（H23 年度）
変更内容 理 由 

事業費 約2,739億円 約2,746億円 約+7 億円 
2 車線→4 車線の整備に要する費用 

【+7 億円】

 
 
 
 
 
 
 

17,061億円

4,433 億円
＝

751 億円 

384 億円 
＝

17,549億円

4,649 億円
＝ 

803 億円 

306 億円 
＝ 
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（１）今後の事業の見通し 

今宿道路の平成 22 年度末の事業進捗率は、事業費ベースで約 82％であり、そのう

ち用地進捗率は約 88％に達している。 

今後は、事業効果を早期発現できるよう、引き続き関係機関と調整を図りながら整備

を推進していく。 

 

（２）地域の協力体制 

本事業の推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立しており、円滑な事

業執行が可能である。 

・期成会等 

名  称 主な構成メンバー 活動内容 

西九州自動車道建設推進

協議会 

 

会長：佐賀県知事 

古川 康 

佐賀県、福岡県、長

崎県、福岡市 

西九州自動車道の整備促進について、機会あるごと

に国及び関係機関に対して積極的な要望活動を実

施 

<参考> 

平成 19 年度 H19. 6.18 本省要望 

H19.11.29 本省要望 

平成 20 年度 H20. 6. 6 本省要望 

H20.12. 2 本省要望 

平成 21 年度 H21. 5.28 本省要望 

H21.12. 2 本省要望 

平成 22 年度 H22.11.12 地整要望 

H22.11.24 本省要望 

平成 23 年度 H23. 9. 1 本省要望 

H23.10. 7 地整要望 

  H23.10.31 本省要望 

西九州自動車道建設促進

期成会 

 

会長：唐津市長 

   坂井 俊之 

西九州自動車道関係

16 市町 

西九州自動車道の整備促進について、機会あるごと

に国及び関係機関に対して積極的な要望活動の実

施 

<参考> 

平成 19 年度 H19. 8.21 地整要望 

平成 20 年度 H20. 8.25 事務所要望 

平成 21 年度 H21. 7.28 事務所要望 

平成 22 年度 H22. 7. 1  意見交換会（地整） 

H22. 7.15 意見交換会（地整） 

H22. 8.24 意見交換会（地整） 

平成 23 年度 H23. 5.30 意見交換会（地整） 

H23. 8.24 事務所要望 

 

３．事業の進捗の見込み 
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名  称 主な構成メンバー 活動内容 

福岡都市圏広域行政推進

協議会 

 

会長：福岡市長 

  高島 宗一郎 

福岡都市圏 17 市町 

西九州自動車道及び福岡都市圏道路の整備促進に

ついて、機会あるごとに国及び関係機関に対して積

極的な要望活動の実施 

<参考> 

平成 19 年度 H19. 7.19 本省要望 

H19. 8. 1 地整要望 

平成 20 年度 H20. 7.24 本省要望 

H20. 8. 5 地整要望 

平成 21 年度 H21. 8. 4 地整要望 

平成 22 年度 H22. 8. 5 本省要望 

H22. 8.31 地整要望 

平成 23 年度 H23. 8. 3 本省要望 

H23. 8.30 地整要望 

国道 202 号バイパス推進

期成会 

 

会長：雷山校区区長会長

   川上 幸太 

糸島市 3 校区 

国道 202 号バイパスの整備促進について、機会ある

ごとに国及び関係機関に対して積極的な要望活動

の実施 

<参考> 

平成 19 年度 H19.12. 6 地整要望 

平成 21 年度 H21.11. 4 事務所要望 

平成 22 年度 H22. 6.24 意見交換会（事務所）

 
・協力体制 

組織名 協力内容 

糸島市建設都市部 

都市計画課 

・地元説明会等の住民との連絡調整 

・市役所内部等への調整窓口 
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（３）環境・景観への取り組み状況 

本道路周辺には数多くの遺跡群があり、道路構造物の景観にもそのイメージを考慮し

ている。特に伊都の里の古代をイメージした橋脚の形状は、｢おおらかであたたかい造形｣

を表現したＶ型八角柱とし、排水管も目立ちにくいデザインとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲今宿 IC～周船寺 IC のデザイン橋脚(福岡市方面) 
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○道路整備の考え方の変更【約 7 億円の増額】 

一般部（飯氏～前原 IC 間）：当面暫定２車線→完成４車線整備。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 

対象区間
L=5.0km

対象区間
L=5.0km

123

12345

４．事業費の変動要因 

自専部（完成４車線整備済）

一般部（完成４車線整備）

自専部（完成４車線整備済）

一般部（当面暫定２車線整備）

前回評価（Ｈ２２年度） 今回評価（Ｈ２３年度）

＜位置図＞ 

＜区間別の車線数＞

◆自専部

③ ②

計画 ４※ ４

現況 ２※ ０

◆一般部

⑤ ④ ③ ② ①

計画 ０ ２ ２
暫定２車→完成４車
（前回）　　（今回） ４

現況 ０ ４ ０ ０，２ ４

①

４

４

※アクセスコントロールされた準自専道
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○コスト縮減 

事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的な活用及び建設副産物対策により、

着実なコスト縮減に努める。 

 

 

○代替案立案 

当該事業は、西九州自動車道の一部区間を形成するとともに、地域間の連携強化や交

通混雑の緩和などに寄与する事業であることから、現計画が妥当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【事業継続】 

 

今宿道路は、西九州自動車道の一部区間を形成する道路であり、地域間の連携強化や

交通混雑の緩和などに寄与する事業である。 

費用対効果についても十分高い事業である。 

事業進捗率は、事業費ベースで約 82％〔約 2,251 億円／約 2,746 億円〕（平成 22

年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 88％〔約 358 億円／約 408 億円）に達し

ており、地元自治体等からの協力体制も確立していることから、今後の円滑な事業執行

が可能である。 

よって、当該事業の完成供用に向けて事業を継続することとしたい。 

 

 

 

 

５．コスト縮減や代替案立案等 

６．対応方針（案） 
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巻末資料 
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最
短

時
間

で
連

絡
す

る
路

線
を
構

成
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

個
性
あ

る
地

域
の

形
成

□
鉄

道
や

河
川

等
に

よ
り

一
体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区
を

解
消

す
る

■
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

大
規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支
援

す
る

九
州

大
学
学

術
研

究
都

市

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
佐

賀
県

西
北

部
地

域
（

唐
津
市

、
玄

海
町

、
伊

万
里

市
、

有
田
町

）
の

観
光

入
込

客
数

は
、

福
岡

県
か

ら
の

来
訪

が
最
多

を
占

め
る

（
36
％

）
※

平
成

21
年

佐
賀

県
観

光
客

動
態
調

査

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
で
あ

る

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道
路

で
あ

る

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心
商

店
街

の
シ

ン
ボ
ル

的
な

道
路

整
備
等

、
特

色
あ

る
ま
ち

づ
く

り
に

資
す

る
事

業
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た
め

の
生

活
空

間
の

形
成

□
自

転
車

交
通

量
が

50
0台

/日
以

上
、

自
動

車
交

通
量

が
1,
00
0台

/1
2h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
00
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間
を

整
備

す
る

こ
と
に

よ
り

、
当

該
区
間

の
歩

行
者

・
自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
バ

リ
ア

フ
リ

ー
新

法
に

基
づ

く
特

定
道

路
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
さ

れ
る

無
電
柱

化
に

よ
る

美
し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土
特

別
保

存
区

域
及
び

重
要

伝
統

的
建
造

物
保

存
地

区
）
の

幹
線

道
路

に
お
い

て
新

た
に

無
電
柱

化
を

達
成

す
る

安
全
で

安
心

で
き

る
く
ら

し
の

確
保

□
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
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３
．

安
全

安
全

な
生
活

環
境

の
確

保
□

現
道

等
に
死

傷
事

故
率

が
50
0
件

/億
台
キ

ロ
以
上

で
あ

る
区

間
が
存

す
る

場
合

に
お
い

て
、

交
通

量
の
減

少
、

歩
道

の
設
置

又
は
線

形
不
良

区
間

の
解

消
等
に

よ
り

、
当

該
区
間

の
安

全
性

の
向
上

が
期

待
で

き
る

□
当
該

区
間
の

自
動

車
交

通
量
が

1
,0
0
0台

/1
2
h以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ
る

場
合

は
5
00
台

/1
2h
以

上
）

か
つ

歩
行
者

交
通
量

10
0人

/日
以

上
（

当
該
区

間
が

通
学

路
で
あ

る
場

合
は

学
童

、
園

児
が
4
0人

/日
以

上
）

の
場
合

、
又

は
歩

行
者
交

通
量

50
0
人
/
日
以

上
の

場
合

に
お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭
小

な
区
間

に
歩

道
が

設
置
さ

れ
る

災
害

へ
の

備
え

□
近
隣

市
へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ
し

か
な

く
、

災
害
に

よ
る

１
～

２
箇
所

の
道

路
寸

断
で
孤

立
化

す
る

集
落
を

解
消

す
る

□
対
象

区
間
が

、
都

道
府

県
地
域

防
災

計
画

、
緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
又
は

地
震

対
策

緊
急
整

備
事

業
計

画
に
位

置
づ
け

が
あ
る

、
又

は
地

震
防
災

緊
急

事
業

五
ヶ
年

計
画

に
位

置
づ
け

の
あ

る
路

線
（
以

下
「

緊
急

輸
送
道

路
」

と
い

う
）
と

し
て
位

置
づ
け

あ
り

□
緊
急

輸
送
道

路
が

通
行

止
に
な

っ
た

場
合

に
大
幅

な
迂

回
を

強
い
ら

れ
る

区
間

の
代
替

路
線

を
形

成
す
る

□
並
行

す
る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
代

替
路

線
と
し

て
機

能
す

る
（
A
'路

線
と
し

て
の
位

置
づ

け
が

あ
る
場

合
）

□
現
道

等
の
防

災
点

検
又

は
震
災

点
検

要
対

策
箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の
あ

る
老
朽

橋
梁

に
お

け
る
通

行
規

制
等

が
解
消

さ
れ
る

□
現
道

等
の
事

前
通

行
規

制
区
間

、
特

殊
通

行
規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害
区

間
を
解

消
す

る

□
避
難

路
へ
1
km
以
内

で
到
達

で
き

る
地

区
が
新

た
に

増
加

す
る

□
幅
員

6m
以
上

の
道

路
が

な
い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い
地

区
が
解

消
す

る

□
密
集

市
街
地

に
お

け
る

事
業
で

火
災

時
の

延
焼

遮
断

帯
の
役

割
を
果

た
す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路
の

整
備

に
よ

り
削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
CO
2
排
出

量
Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量
：

約
65

,0
8
4ｔ

-C
O2
/
年

（
未

整
備

：
4
,0
6
4,
8
52
t
-C

O2
/
年
 
⇒
 
整

備
後

：
3,
9
99
,
76

8t
-
CO
2
/年

）

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現
道

等
に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

NO
2排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

(現
道

／
並

行
区

間
等

)：
国

道
20
2
号
(
福
岡

市
西

区
拾

六
町
～

糸
島

市
二

丈
福
井

)
排
出

削
減

量
：

71
ｔ
／

年
、

排
出

削
減

率
：

約
7割

削
減

●
現
道

等
に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

SP
M排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

(現
道

／
並

行
区

間
等

)：
国

道
20
2
号
(
福
岡

市
西

区
拾

六
町
～

糸
島

市
二

丈
福
井

)
排
出

削
減

量
：

7ｔ
／

年
、

排
出

削
減

率
：
約

7
割
削

減

□
現
道

等
で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜
間

要
請

限
度

を
超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て
、

新
た
に

要
請

限
度

を
下
回

る
こ

と
が

期
待
さ

れ
る
区

間
が

あ
る

□
そ
の

他
、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期
待

さ
れ

る

５
．
そ

の
他

他
の

ﾌﾟ
ﾛｼ

ﾞｪ
ｸ
ﾄと

の
関

係
□

道
路

の
整
備

に
関

す
る

プ
ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市
計

画
道

路
整

備
プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置
づ

け
ら

れ
て

い
る

□
関
連

す
る
大

規
模

道
路

事
業
と

一
体

的
に

整
備

す
る

必
要
あ

り

□
他
機

関
と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ
ム

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

□
そ
の

他
、
対

象
地

域
や

事
業
に

固
有

の
事

情
等
、

以
上

の
項

目
に
属

さ
な

い
効

果
が
見

込
ま

れ
る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道497号 今宿道路 23.3ｋｍ 高規格Ｂ ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

17,400～33,900
3,600～50,500

自専 4
一般 2,4

九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成23年度

単純合計 2,659億円 468億円 3,127億円 

うち残事業費 473億円 68億円 541億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

4,279億円 370億円 4,649億円 

うち残事業費 285億円 21億円 306億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成23年度

供 用 年 平成5年度

単年便益
（初年便益）

300億円 17億円 1.4億円 318億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

15,707億円 1,378億円 464億円 17,549億円 

うち残事業分 706億円 56億円 42億円 803億円 
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③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量

22,400
(自専部)

3,600～31,800
(一般部)

±10％

事業費 473億円 ±10％

事業期間 16年 ±20％

2.4 ～ 2.9

2.4 ～ 2.9

経済的純現在価値（残事業） 497億円 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

2.4 ～ 3.2

経済的内部収益率（残事業） 13%

費用便益比（事業全体） 3.8

経済的純現在価値（事業全体） 12,900億円 

経済的内部収益率（事業全体） 13%

費用便益比（残事業） 2.6
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交通状況の変化

箇所名：国道497号 今宿道路

（推計時点    Ｈ42年）（事業全体）

交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

②主な周
辺道路

(県)大原周船寺
停車場線
：4.6km

17,500 11,900
9.6 8.6
30 18

(県)大門有田線
：2.9km

10,900 100
7.4 7.0
14 0.12

(主)富士三瀬線
：1.3km

4,200 1,400
2.3 2.3
1.7 0.55

(主)前原富土線
：15.8km

2,200 1,800
32 30
10 8.1

(主)福岡志摩前
原線
：2.5km

10,600 5,300
3.4 3.4
6.2 3.0

(主)福岡早良大
野城線
：3.2km

16,300 5,700
6.3 5.6
18 5.5

国道323号
：17.6km

7,300 6,100
31 31
38 32

国道385号
：19.2km

19,900 19,000
48 47
193 182

国道202号
：13.2km

43,100 38,600
26 24
194 164

国道263号
：21.9km

16,400 13,500
47 46
164 135

長崎道(鳥栖JCT
～武雄北方IC)
：53.1km

17,000 15,100
37 37
120 107

(市)豊浜小戸線
：1.8km

8,500 3,100
4.4 4.4
6.3 2.3

(県)小富士加布
里線
：1.4km

9,600 3,900
1.8 1.8
3.1 1.2

(県)船越前原線
：1.3km

14,900 10,400
2.1 2.0
5.3 3.5

県)津和崎潤線
：4.8km

2,100 200
8.3 8.3
2.9 0.23

(県)三瀬栗並線
：2.0km

5,000 2,200
7.0 6.1
6.4 2.4

(県)雷山前原線
：5.0km

8,300 5,300
10 9.7
14 8.4

(県)内野次郎丸
弥生線
：4.7km

16,900 13,100
11 11
34 25

(県)瑞梅寺池田
線
：4.6km

9,600 2,800
8.2 7.9
14 3.7

22,400
0.00 2.3
0.00 9.3

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

国道202号(現道)
：15.6km

23,400 10,800
28 23
123 45

(主)周船寺有田
線
：4.5km

33,500 11,000
19 13
113 25

(主)大野城二丈
線
：19.1km

20,500 5,700
33 28
120 28

(主)福岡志摩線
：7.3km

17,000 9,300
11 11
33 17

(市)千代今宿線
：5.3km

29,400 16,900
14 8.9
74 26

③その他道路合計
3,051.5km

12,116 11,998

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

合計：3,325.0km 13,456 13,039 417

6.9

0.00 11,100
0.00 3.6

24,800
0.00 11
0.00 48

①新設・
改築道路
[今宿道
路(一般
部)]
：23.3km

未供用
区間
：3.0km

完成供用
区間
：7.4km

0.00

①新設・
改築道路
[今宿道
路(自専
部)]
：17.5km

未供用
区間
：3.0km

完成供用
区間
：14.5km

0.00

0.00

0.00 85

0.00 40,000
0.00 12

暫定供用
区間
：12.9km

0.00 19,800
0.00 16
0.00 52
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国道３２３号 

（県）小富士加布里線 

（主）福岡志摩前原線 

（県）船越前原線 

（県）津和崎潤線 

（市）豊浜小戸線

（市）千代今宿線

（主）福岡志摩線

（県）大原周船寺停車場線

（県）周船寺有田線

（県）瑞梅寺池田線

（県）雷山前原線 

（県）大門有田線 

（主）前原富土線 

（県）三瀬栗並線

（主）福岡早良大野城線

（主）大野城二丈線

国道２６３号

（主）富土三瀬線 

長崎自動車道

国道３８５号 

国道２０２号

（県）内野次郎丸弥生線

今宿道路（一般部） 延長 ＝ 23.3km

今宿道路（自専部） 延長＝17.5km
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交通状況の変化

箇所名：国道497号 今宿道路

（推計時点    Ｈ42年）（残事業）

交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]
交通量 [台/日]
走行時間 [分]
走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

(主)三瀬神崎線
：2.6km

5,400 4,800
4.0 4.0
3.8 3.4

市道1
：2.0km

4,400 500
3.4 3.4
2.7 0.31

暫定供用
区間
：12.9km

18,800 19,800
19 16
63 52

38,200 40,000
12 12
80 85

①新設・
改築道路
[今宿道
路(一般
部)]
：23.3km

未供用
区間
：3.0km

完成供用
区間
：7.4km

11,100
0.00 3.6
0.00 6.9

22,400 24,800
11 11
44 48

①新設・
改築道路
[今宿道
路(自専
部)]
：17.5km

未供用
区間
：3.0km

完成供用
区間
：14.5km

0.00 22,400
0.00 2.3
0.00

③その他道路合計
3,075.3km

12,067 12,049

17,500 16,700
6.6
19

九州道(太宰府IC
～鳥栖JCT)
：17.1km

76,800 76,500

(主)福岡志摩線
：4.6km

9,400 9,300
6.6 6.6
11 11

64 45
(主)大野城二丈
線
：27.5km

11,000 9,400
52 51
113 99

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

9.3

(市)千代今宿線
：4.0km 6.7

20

0.00

国道202号(現道)
：15.6km

15,500 10,800
23 23

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

合計：3,325.0km 13,100 13,039 61

12 12
173 170

長崎道(鳥栖JCT
～武雄北方IC)
：53.1km

15,400 15,100
37 37
109 107

国道263号
：22.2km

10,300 9,900
45 45
109 105

国道385号
：19.2km

19,200 19,000
48 47
184 182

(主)前原富土線
：15.8km

2,000 1,800
31 30
9.1 8.1

(県)瑞海寺池田
線
：4.6km

5,500 2,800
7.9 7.9
7.2 3.7

(県)雷山前原線
：4.3km

6,000 4,900
8.2 8.2
8.0 6.4

(県)大門有田線
：2.9km

700 100
7.1 7.0
0.91 0.12

(県)津和崎潤線
：4.8km

500 200
8.3 8.3
0.77 0.23

(県)内野次郎丸
弥生線
：4.7km

13,200 13,100
11 11
25 25

3,100
4.4 4.4
2.6 2.3

②主な周
辺道路

市道2
：2.1km

5,100 4,300
3.9 3.8
3.6 3.0

(市)豊浜小戸線
：1.8km

3,500
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（県）津和崎潤線 

（市）豊浜小戸線

（市）千代今宿線

（主）福岡志摩線

（県）瑞梅寺池田線

（県）雷山前原線

（県）大門有田線

（主）前原富土線 

（主）大野城二丈線

長崎自動車道

国道３８５号 

（県）内野次郎丸弥生線

今宿道路 
（一般部） 
暫定供用 

延長=9.3km 

国道２２０号（現道） 

九州縦貫自動車道

今宿道路 
（自専部） 
未供用 

延長=3.0km

今宿道路 
（一般部） 
未供用 

延長=9.0km 

今宿道路 
（一般部） 
暫定供用 

延長=3.6km

市道 1 市道 2 

（主）三瀬神崎線

国道２６３号等
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 国道497号 今宿道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成23年

１時点のみ推計 □（　　）
複数時点での推計 ■（Ｈ17、Ｈ42）

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

いずれかのみ
の推計の場合

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混
在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加
重平均速度」を用いた。

■

■
（H17センサス）

□

交通流の
推計時点

推計の状況

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

■

速度設定の
考え方
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事業名： 国道497号 今宿道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ



 

 
 

道路－4－44 

 

 

 

 

事業名： 国道497号 今宿道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

積雪地域または寒冷地域である □

その他

４．その他

当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費（過去3年間：Ｈ19
～Ｈ21）に基づく

費

用

の

算

定

事業費

維持管理費

雪寒費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道497号 今宿道路 （事業全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.49 23.3 11.44
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-23年目 S 45 4.9931 40.7 0.10 1.10
-22年目 S 46 4.8010 42.6 0.35 3.55
-21年目 S 47 4.6164 45.5 5.63 51.45
-20年目 S 48 4.4388 52.4 3.64 27.78
-19年目 S 49 4.2681 62.5 2.33 14.33
-18年目 S 50 4.1039 66.1 2.74 15.28
-17年目 S 51 3.9461 71.7 4.75 23.53
-16年目 S 52 3.7943 76.0 12.63 56.74
-15年目 S 53 3.6484 79.2 26.27 108.92
-14年目 S 54 3.5081 81.3 26.49 102.89
-13年目 S 55 3.3731 86.4 28.85 101.37
-12年目 S 56 3.2434 88.6 29.45 97.03
-11年目 S 57 3.1187 89.6 32.81 102.77
-10年目 S 58 2.9987 90.5 23.56 70.27
-9年目 S 59 2.8834 92.3 15.51 43.61
-8年目 S 60 2.7725 93.0 19.74 52.96
-7年目 S 61 2.6658 94.6 18.00 45.65
-6年目 S 62 2.5633 94.4 22.14 54.11
-5年目 S 63 2.4647 94.9 140.20 327.71
-4年目 H 1 2.3699 97.4 58.13 127.29
-3年目 H 2 2.2788 99.6 84.85 174.73
-2年目 H 3 2.1911 102.4 92.64 178.41
-1年目 H 4 2.1068 103.4 78.60 144.14

供用開始年次 H 5 2.0258 103.7 76.01 133.65 6.26 11.00
1年目 H 6 1.9479 103.6 109.81 185.82 6.26 10.59
2年目 H 7 1.8730 103.0 153.86 251.80 6.26 10.24
3年目 H 8 1.8009 102.4 159.04 251.75 6.26 9.90
4年目 H 9 1.7317 103.4 151.40 228.20 6.26 9.43
5年目 H 10 1.6651 102.8 163.88 238.90 6.26 9.12
6年目 H 11 1.6010 101.3 158.70 225.74 6.26 8.90
7年目 H 12 1.5395 99.7 146.98 204.25 6.26 8.70
8年目 H 13 1.4802 98.4 155.50 210.53 6.26 8.47
9年目 H 14 1.4233 96.6 73.49 97.45 8.50 11.28
10年目 H 15 1.3686 95.4 24.72 31.92 8.50 10.98
11年目 H 16 1.3159 94.4 7.45 9.34 9.02 11.32
12年目 H 17 1.2653 93.2 0.10 0.12 9.02 11.02
13年目 H 18 1.2167 92.5 22.77 26.95 9.02 10.68
14年目 H 19 1.1699 91.7 11.29 12.96 9.02 10.36
15年目 H 20 1.1249 91.2 16.97 18.84 9.02 10.01
16年目 H 21 1.0816 90.0 11.23 12.14 9.02 9.76
17年目 H 22 1.0400 90.0 12.99 13.51 9.02 9.38
18年目 H 23 1.0000 90.0 0.94 0.94 9.40 9.40
19年目 H 24 0.9615 90.0 4.72 4.54 9.40 9.04
20年目 H 25 0.9246 90.0 7.12 6.58 9.40 8.69
21年目 H 26 0.8890 90.0 11.21 9.97 9.40 8.36
22年目 H 27 0.8548 90.0 5.81 4.97 9.40 8.04
23年目 H 28 0.8219 90.0 5.96 4.90 9.40 7.73
24年目 H 29 0.7903 90.0 5.24 4.14 9.40 7.43
25年目 H 30 0.7599 90.0 1.96 1.49 10.19 7.74
26年目 H 31 0.7307 90.0 6.77 4.95 10.19 7.45
27年目 H 32 0.7026 90.0 4.87 3.42 10.19 7.16
28年目 H 33 0.6756 90.0 10.59 7.15 10.19 6.88
29年目 H 34 0.6496 90.0 31.60 20.52 10.19 6.62
30年目 H 35 0.6246 90.0 62.10 38.79 10.19 6.36
31年目 H 36 0.6006 90.0 76.48 45.93 10.19 6.12
32年目 H 37 0.5775 90.0 86.15 49.75 10.19 5.88
33年目 H 38 0.5553 90.0 86.18 47.85 10.19 5.66
34年目 H 39 0.5339 90.0 66.09 35.29 10.19 5.44
35年目 H 40 0.5134 90.0 10.90 5.59
36年目 H 41 0.4936 90.0 10.90 5.38
37年目 H 42 0.4746 90.0 10.90 5.17
38年目 H 43 0.4564 90.0 10.90 4.97
39年目 H 44 0.4388 90.0 10.90 4.78
40年目 H 45 0.4220 90.0 10.90 4.60
41年目 H 46 0.4057 90.0 10.90 4.42
42年目 H 47 0.3901 90.0 10.90 4.25
43年目 H 48 0.3751 90.0 10.90 4.09
44年目 H 49 0.3607 90.0 10.90 3.93
45年目 H 50 0.3468 90.0 10.90 3.78
46年目 H 51 0.3335 90.0 10.90 3.63
47年目 H 52 0.3207 90.0 10.90 3.49
48年目 H 53 0.3083 90.0 10.90 3.36
49年目 H 54 0.2965 90.0 -310.19 -91.96 10.90 3.23
  合 計 2,349.21 4,278.72 467.59 369.80

単純事業費計 2,659.40 467.59

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道497号 今宿道路 （残事業） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.08 18.9 1.57
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-6年目 H 24 0.9615 90.0 4.72 4.54
-5年目 H 25 0.9246 90.0 7.12 6.58
-4年目 H 26 0.8890 90.0 11.21 9.97
-3年目 H 27 0.8548 90.0 5.81 4.97
-2年目 H 28 0.8219 90.0 5.96 4.90
-1年目 H 29 0.7903 90.0 5.24 4.14

供用開始年次 H 30 0.7599 90.0 1.96 1.49 0.79 0.60
1年目 H 31 0.7307 90.0 6.77 4.95 0.79 0.58
2年目 H 32 0.7026 90.0 4.87 3.42 0.79 0.56
3年目 H 33 0.6756 90.0 10.59 7.15 0.79 0.53
4年目 H 34 0.6496 90.0 31.60 20.52 0.79 0.51
5年目 H 35 0.6246 90.0 62.10 38.79 0.79 0.49
6年目 H 36 0.6006 90.0 76.48 45.93 0.79 0.47
7年目 H 37 0.5775 90.0 86.15 49.75 0.79 0.46
8年目 H 38 0.5553 90.0 86.18 47.85 0.79 0.44
9年目 H 39 0.5339 90.0 66.09 35.29 0.79 0.42
10年目 H 40 0.5134 90.0 1.50 0.77
11年目 H 41 0.4936 90.0 1.50 0.74
12年目 H 42 0.4746 90.0 1.50 0.71
13年目 H 43 0.4564 90.0 1.50 0.68
14年目 H 44 0.4388 90.0 1.50 0.66
15年目 H 45 0.4220 90.0 1.50 0.63
16年目 H 46 0.4057 90.0 1.50 0.61
17年目 H 47 0.3901 90.0 1.50 0.58
18年目 H 48 0.3751 90.0 1.50 0.56
19年目 H 49 0.3607 90.0 1.50 0.54
20年目 H 50 0.3468 90.0 1.50 0.52
21年目 H 51 0.3335 90.0 1.50 0.50
22年目 H 52 0.3207 90.0 1.50 0.48
23年目 H 53 0.3083 90.0 1.50 0.46
24年目 H 54 0.2965 90.0 1.50 0.44
25年目 H 55 0.2851 90.0 1.50 0.43
26年目 H 56 0.2741 90.0 1.50 0.41
27年目 H 57 0.2636 90.0 1.50 0.39
28年目 H 58 0.2534 90.0 1.50 0.38
29年目 H 59 0.2437 90.0 1.50 0.36
30年目 H 60 0.2343 90.0 1.50 0.35
31年目 H 61 0.2253 90.0 1.50 0.34
32年目 H 62 0.2166 90.0 1.50 0.32
33年目 H 63 0.2083 90.0 1.50 0.31
34年目 H 64 0.2003 90.0 1.50 0.30
35年目 H 65 0.1926 90.0 1.50 0.29
36年目 H 66 0.1852 90.0 1.50 0.28
37年目 H 67 0.1780 90.0 1.50 0.27
38年目 H 68 0.1712 90.0 1.50 0.26
39年目 H 69 0.1646 90.0 1.50 0.25
40年目 H 70 0.1583 90.0 1.50 0.24
41年目 H 71 0.1522 90.0 1.50 0.23
42年目 H 72 0.1463 90.0 1.50 0.22
43年目 H 73 0.1407 90.0 1.50 0.21
44年目 H 74 0.1353 90.0 1.50 0.20
45年目 H 75 0.1301 90.0 1.50 0.19
46年目 H 76 0.1251 90.0 1.50 0.19
47年目 H 77 0.1203 90.0 1.50 0.18
48年目 H 78 0.1157 90.0 1.50 0.17
49年目 H 79 0.1112 90.0 -46.78 -5.20 1.50 0.17
  合　計 426.06 285.03 67.71 20.87

単純事業費計 472.84 67.71

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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全体事業費内訳 
車線数 延長

4 ２３.３km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 209,686

改良費 26,124

土工 ｍ3 7,088,464 12,679 切土、盛土 等

軟弱地盤改良工 ｍ3

法面工 ㎡ 574,520 588 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 5,748 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁　等

管渠工 ｍ 7,143 213

函渠工 ｍ 6,367 1,557

排水工 ｍ 121,020 1,608

中央分離帯工 ｍ 9,331 271

雑工 式 1 3,460

橋梁費 78,493

100m以上 ｍ 14,791 69,196 連続高架橋29橋

100m未満 ｍ 1,862 9,297 ＰＣ橋47橋、鋼橋14橋

トンネル費 1,938

ＮＡＴＭ ｍ 250 938 １本

シールド ｍ 292 1,000 １本

ＩＣ・JCT費 2,552

ＩＣ 箇所 5 2,552

ＪＣＴ 箇所

舗装費 89,952

車道舗装 ㎡ 1,277,447 81,791

歩道舗装 ㎡ 194,809 8,161

付帯施設費 10,629

交通管理施設工 式 1 10,629 標識工、防護柵工、道路照明灯　等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 40,834

用地費 ㎡ 920,000 31,019

宅地 ㎡ 276,000 23,264

田畑 ㎡ 460,000 6,204

山林・原野 ㎡ 184,000 1,551

その他 ㎡

補償費 式 1 9,815

③間接経費 式 1 24,128 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

全体事業費 274,648

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道497号 今宿道路
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残事業費内訳 
車線数 延長

4 １８.９km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 37,139

改良費 9,501

土工 ｍ3 3,206,606 5,906 切土、盛土 等

軟弱地盤改良工 ｍ3

法面工 ㎡ 124,520 238 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 748 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁　等

管渠工 ｍ 1,968 63

函渠工 ｍ 1,561 557

排水工 ｍ 74,020 1,258

中央分離帯工 ｍ 9,331 271

雑工 式 1 460 植樹帯等

橋梁費 23,493

100m以上 ｍ 2,600 19,196 連続高架橋5橋

100m未満 ｍ 500 4,297 ＰＣ橋7橋

トンネル費 938

ＮＡＴＭ ｍ 250 938 １本

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 552

ＩＣ 箇所 1 552

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,942

車道舗装 ㎡ 944,425 1,781

歩道舗装 ㎡ 99,549 161

付帯施設費 715

交通管理施設工 式 1 715 標識工、防護柵工、道路照明灯　等

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 4,982

用地費 ㎡ 138,151 4,678

宅地 ㎡ 67,485 3,927

田畑 ㎡ 48,167 661

山林・原野 ㎡ 22,500 90

その他 ㎡

補償費 式 1 304

③間接経費 式 1 7,294 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費等

全体事業費 49,415

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道497号 今宿道路
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全事業における維持管理費の内訳 

残事業における維持管理費の内訳 

車線数 延長

4 23.3km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 23.3 19,482 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 29,615 路面補修、構造物の点検・補修等

49,097

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

修繕費

維持管理費合計

路線名 箇所名

国道497号

区分

今宿道路

維持費

車線数 延長

4 18.9km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円)
備考

　km 18.9 900 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 6,210 路面補修、構造物の点検・補修等

7,110

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

維持費

修繕費

路線名

国道497号 今宿道路

区分

箇所名

維持管理費合計


